
真
言
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教
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究
ノ
ー
ト

松
本
　
賀
都
子

は
じ
め
に

水
原
尭
榮
は
そ
の
著

『邪
教
立
川
流
の
研
究
』
Ｔ
）
の
序
で

「人
間
性
の
研
究
に
よ
っ
て
人
生
の
最
勝
楽
を
体
験
し
、
以
っ
て

無
味
乾
燥
枯
木
に
ひ
と
し
き
浮
世
に
、
荘
厳
さ
れ
た
る
現
実
生
活
の
楽
園
を
ば
如
実
に
味
は
ん
と
し
て
生
ま
れ
た
る
教
説
で
あ

る
」
と
立
川
流
の
教
説
を
認
め
つ
つ
も
、
「
そ
の
派
の
学
者
法
匠
が
卑
猥
な
睡
劣
な
る
邪
義
を
弘
通
す
る
者
」
と
見
ら
れ
そ
の
教

義
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
で
は
、
立
川
流
と
は
い
か
な
る
流
派
で
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
中
の
ど

の
教
説
が
邪
流
で
あ
る
と
貶
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
な
に
を
根
拠
に
そ
れ
を
邪
と
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
邪
流
と
す
る
事

へ
の
疑
問
視
な
ど
に
つ
い
て
学
匠
た
ち
の
説
を
抜
き
出
し
て
み
た
い
。

一
、
立
川
流
の
は
じ
ま
り
と
そ
の
教
え

真
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＊
開
祖

立
川
流
の
指
弾
書
と
し
て
名
高

い
宥
快

（
一
三
四
五
～

一
四

一
六
）
の

『宝
鏡
砂
』
に
は

「
一
説

二
云
フ
醍
醐
三
宝
院
ノ
権
僧

ノ
正
弟
子

（僧
正
舎
弟
）
仁
寛
阿
閣
梨

（後
蓮
念
）
卜
云
フ
人
有
り
、
罪
過
子
細
有
ル
ニ
依
リ
テ
伊
豆
国
二
流
被
ル
、
彼
ノ
国
ニ

於
テ
渡
世
ノ
為
具
妻
俗
人
肉
食
汚
械
人
等

二
真
言
ヲ
授
ケ
弟
子
卜
為
ス
、
愛
武
蔵
国
立
川
卜
云
フ
所

二
陰
陽
師
有
り
、
仁
寛

二
対

テ
真
言
ヲ
習
フ
、
陰
陽
法
ヲ
学
ブ
所

二
引
入
シ
邪
正
混
乱
内
外
交
雑
ス
、
立
川
流
卜
稗
シ
真
言
ノ

一
流
ヲ
構
ル
、
是
邪
法
ノ
濫
腸

也
」
と
あ
り
、頼
喩

（
一
三
二
六
～

一
三
〇
四
）
の

フ
呉
俗
雑
記
問
答
砂
』
に
も

「
邪
流
ノ
起
り
勝
覚
ノ
舎
弟
左
大
臣
阿
閣
梨
任
寛
、

邪
見
ヲ
被
り
立
川
流
ヲ
起
シ
後

二
蓮
念
卜
改
メ
、
自
夫
来
蓮
念
、
兼
覚
、
覚
印
、
證
錢
、
覚
明
、
如
是
卜
相
承
ス
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
立
川
流
の
創
始
者
は
仁
寛
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
開
祖
仁
寛
が
そ
の
名
を
現
し
た
の
は
守
山
聖
真
の

『立
川
邪
教
と
そ

の
社
会
的
背
景
の
研
究
』
，
）
に
よ
る
と
、
永
保
三
年

（
一
〇
八
三
）
の

『清
滝
宮
御
読
経
執
事
』
に

「仁
寛
阿
閣
梨
歎
」
と
の

記
載
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
立
川
流
の
大
成
者
は
、　
一
般
的
に
は
南
北
朝
の
時
代
、
後
醍
醐
帝
の
護
持
僧
で
あ

っ
た
文
観

（
一
二
七
八
～

一
三
五
七
）
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
ま
だ
多
く
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

＊
宗
格

金
沢
文
庫
に
残
さ
れ
る
称
名
寺
第
二
代
住
持
銀
阿
が
延
慶

・
正
和
年
間
頃
に
書

い
た
印
信
の
切
れ
紙
に
は
、
「
立
川
流

ハ
半
信

ナ
リ
半
不
信
ナ
リ
」
と
あ
る
。
で
は
、
そ
の
宗
格
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
川
流
の
聖
典
類
の
殆
ど
は
、
大
成
者

で
あ
る
文
観
に
よ

っ
て
著
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
千
余
巻
に
も
の
ぼ
る
著
書
は
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
東
寺
の
呆
宝

（
一
三
〇
六
～

一
三
六
二
）
に
よ
り
焼
却
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
宥
快
は
残
存
し
た
立
川
流
典
籍
を
尋
ね
出
し
て
ま
で
し
て
焼
却

し
、
そ
の
撲
滅
を
は
か

つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
立
川
流
を
詳
細
に
伝
え
る
資
料
は
非
常
に
わ
ず
か
で
あ
り
、
残
念
な
が

ら
そ
の
宗
格
を
定
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
料
が
極
め
て
少
な
い
中
で
水
原
は

「立
川
流
の
宗
格
は
人

生
々
成
の
理
法
解
決
を
密
教
教
義
上
に
求
め
て
、
当
相
即
道
即
事
而
員
の
妙
諦
は
男
女
関
係
を
外
に
し
て
求
め
得
べ
き
も
の
で
な

い
と
い
う
解
釈
を
下
し
、
夫
れ
に
色
々
雑
多
の
当
時
俗
間
に
行
は
れ
て
い
た
陰
陽
術
な
ど
を
加

へ
て
、
諸
種
の
儀
式
作
法
を
制
定

し
、
性
の
遂
行
の
み
を
強
要
し
て
以
て
即
身
成
佛
々
道
の
根
本
義
姦
に
存
在
せ
り
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
」
と
そ
の
宗

格
を
推
測
し
て
い
る
。

＊
根
本
経
典

心
定
の

『受
法
用
心
集

（亦
名
破
邪
帰
正
法
抄
Ｌ

（文
永
九
年

〈
一
二
七
二
と

に
は

「愛
有
邪
法
名
内
三
部
等
、
是
則
邪
人

妄
説
証
惑
人
作
也
」
と
あ
る
。
三
部
と
は
喩
祗
経
、
理
趣
経
、
宝
筐
印
経
を
指
し
、
こ
れ
に
菩
提
心
論
を
加
え
三
部

一
論
と
し
、

立
川
流
の
根
本
経
典
と
さ
れ
て
い
る
。
喩
祗
経
か
ら
は
馬
陰
蔵
三
摩
地
の
文
句
を
拠
り
所
と
し
て
性
の
研
究
題
目
と
し
、
理
趣
経

か
ら
は
妙
適
清
浄
句
の
所
説
を
以

っ
て
男
女
の
性
愛
を
、
さ
ら
に
宝
筐
印
経
か
ら
は
自
身
即
佛
双
円
の
塔
婆
を
説
い
て
人
間
生
成

輪
廻
転
生
の
玄
奥
を
力
説
し
、
菩
提
心
論
か
ら
は
三
摩
地
段
に
於
け
る

「
八
葉
白
蓮

一
肘
間
、
柄
現
阿
字
素
光
色
、
禅
智
倶
入
金

剛
縛
、
如
来
寂
静
召
入
智
」
を
取
り
上
げ
、
男
女
両
性
の
冥
合
す
る
境
界
と
説
い
て
い
る
。
水
原
は
、
立
川
流
が
こ
の
三
部

一
論

を
流
派
の
根
本
教
典
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
人
生
生
活
に
於
け
る
現
象
界
の
最
大
動
機
を
な
し
て
い
る
性
の
問
題
を
以

っ
て

宇
宙
の
真
理
と
す
る
仏
説
中
の
仏
説
を
力
説
す
る
も
の
で
、
未
だ
曾
て
他
人
の
窺
寄
し
得
ざ
る
妙
諦
で
あ
る
」
と
述
べ
評
価
し
て
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い
る
。

立
川
流
の
書
籍
に
は

『纂
元
面
授
』

（文
保
二
年

〈
一
三

一
八
〉
に
遍
知
院
僧
正
成
賢
に
よ
り
筆
録
さ
れ
た
師
主
覚
洞
院
僧
正

勝
賢
の
口
授
）
が
広
範
囲
に
引
用
さ
れ
、
ま
た

『纂
元
面
授
』
自
体
が
所
々
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
守
山
は

「立

川
流
で
は
本
書
は
重
書
で
あ

っ
た
こ
と
を
認
識
す
る
。
…
邪
流
の
根
本
思
想
た
る
の
観
が
あ
る
。
…
立
川
流
の
根
本
経
典
と
も
云

え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の

『纂
元
面
授
』
に
は
不
二
門
、
本
有
思
想
、
二
根
交
会
の
清
浄
性
、
輪
廻
受
生
が
説
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
守
山
は

「
理
智
冥
合
赤

（ぺ
）
白

今
く
）
混
和
シ
テ
魂

今
ス
）
識
中

二
托
シ
テ
所
生
不
ニ
ナ
ル
ヲ
大
不
ニ
ト
名
ク
、

両
外
不
存
全

一
非
ニ
ナ
リ
」
で
不
二
門
が
、
「是
本
有
而
修
生

二
非
ズ
也
」
「本
有
修
生
差
別
有
ル
可
ラ
不
」
で
本
有
思
想
が
、
「
理

趣
釈

二
云
、
喩
伽
法
ノ
中

二
由
、　
一
念
浄
心
相
応
ス
ル
ニ
依
テ
真
如
実
際
ヲ
便
証
ス
…
由

二
喩
伽
法
中
者
、
理
智
父
母
ノ

（舎
利

蓮
華
）
二
根
交
会
和
合
相
応
ス
ル
ナ
リ
。　
一
念
浄
心
相
応
卜
者
、
理
智
不
ニ
シ
テ
大
智

（父
）
大
悲

（母
）
互
二
余
念
無
キ
故

ニ

一
念
無
二
無
三
卜
云
フ
。
故

二
浄
心
二
滞
混
和
卜
云
フ
。
」
で
二
根
交
会
の
清
浄
性
が
、
「其
ノ
輪
廻
受
生
者
卜
定
テ
父
母
男
女
交

会

二
依
ル
」
で
輪
廻
受
生
が
そ
れ
ぞ
れ
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

＊
教
格

宥
快
の

『宝
鏡
砂
』
に

「其
宗
義
者
、
男
女
陰
陽
之
道
ヲ
以
テ
即
身
成
仏
之
秘
術
卜
為
ス
、
成
仏
得
道
之
法
此
ノ
外

二
無
シ
、

妄
計
ヲ
作
ス
也
。
…
大
仏
頂
首
拐
厳
経

二
云
フ
、
貪
欲
潜
行
シ
テ
、
口
中

二
好
デ
眼
耳
鼻
舌

ハ
皆
浄
土
卜
為
シ
、
男
女
二
根

ハ
即

是
レ
菩
提
涅
槃
ノ
真
処
卜
言
フ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
即
身
成
仏

へ
の
道
は
男
女
間
の
性
行
為
を
も

っ
て
の
外
は
無
く
、
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
菩
提
涅
槃
の
真
処
で
あ
る
と
い
う
教
え
が
教
格
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に

「
男
女
陰
陽
之
道
ヲ
以
テ
即

身
成
仏
之
秘
術
卜
為
ス
」
の
理
由
付
け
の
た
め
に
阿
咋
字
義
、
五
鈷

（人
形
杵
）
、
呼
吸
観
、
避
妊
妊
娠
に
関
す
る
見
解
、
人
間

生
育
の
原
理
、
印
明
、
即
身
成
仏
観
、
五
色
阿
字
な
ど
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
水
原
の

『邪
流
立
川
流
の
研
究
』
に
は
そ
れ
ら
に

つ
い
て
の
説
明
が
詳
し
く
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
特
記
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
冊
骸
本
尊
を
建
立
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
建
立
方
法
に
つ
い
て
は
心
定
の

『受
法
用
心
集
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
、

「
邪
流
」
と
唱
え
た
人
々

＊
日
蓮

最
澄

（七
六
七
～
八
三
二
）
の
法
勲
を
絶
賛
し
た
日
蓮
が
、
空
海

（七
七
四
～
八
三
五
）
を
邪
見
邪
義
者
と
し
て
排
撃
し
真
言

亡
国
論
を
唱
え
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
日
蓮
が

『星
名
五
郎
太
郎
殿
御
返
事
』
↑
）
の
中
で
、
「佛
ノ
日
ハ
ク
悪
象
等

に
於
て
は
畏
る

ヽ
心
な
か
れ
悪
知
識
に
於
て
は
畏
る

ヽ
心
を
な
せ
。
…
故
に
長
ル
可
キ
ハ
大
毒
蛇
悪
鬼
神
よ
り
も
弘
法
善
導
法
然

等
の
流
の
悪
知
識
を
畏
る
べ
し
」
と
法
華
経
以
外
の
教
え
は
す
べ
て
悪
知
識
で
あ
る
と
非
撃
し
て
い
る
。
中
で
も
真
言
宗

へ
の
攻

撃
は
す
さ
ま
じ
く
、
「
彼
真
言
等
の
流
れ
偏
に
現
在
を
以

っ
て
旨
と
す
。
所
謂
畜
類
を
本
尊
と
し
て
男
女
の
愛
法
を
祈
り
荘
園
等

の
望
を

い
の
る
。
…
是

一
切
衆
生
の
悪
知
識
也
、
近
力
付
ク
ベ
か
ら
ず
長
ル
可
シ
長
ル
可
シ
。
」
と
、
立
川
流
と

い
う
言
葉
こ
そ

出
て
き
て
は
い
な
い
が
、
日
蓮
の
時
代
に
は
す
で
に
こ
の
流
派
が
巷
に
広
く
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

＊
むヽ
定

真
言
密
教
立
川
流
研
究
ノ
ー
ト



真
言
密
教
立
川
流
研
究
ノ
ー
ト

越
後
豊
原
寺
の
請
願
房
心
定
は

『受
法
用
心
集
』
（文
永
九
年

〈
一
二
七
二
こ

の
巻
上
冒
頭
で

「女
犯

ハ
真
言

一
宗
ノ
肝
心
即

身
成
仏
ノ
至
極
ナ
リ
。
若
シ
女
犯
ヲ
ヘ
ダ
ツ
ル
念
ヲ
ナ
サ
バ
成
仏
ノ
道
遠
カ
ル
ベ
シ
。
肉
食

ハ
諸
仏
菩
薩
ノ
内
証
利
生
方
便
ノ
玄

底
ナ
リ
。
若
シ
肉
食
ヲ
嫌
フ
心
ア
ラ
バ
、
生
卜
死
ヲ
出
ル
門
二
迷
ベ
シ
」
と
立
川
流
の
教
説
を
並
べ
た
て
、
こ
の
よ
う
な
教
え
を

説
く
流
派
は
邪
流
で
あ
る
と
、
厳
し
く
指
弾
し
て
い
る
。

＊
宥
快

而
二
門
を
大
成
し
た
宥
快
は

『宝
鏡
砂
』

の
中
で
、
「其
宗
義
者
、
男
女
陰
陽
之
道
ヲ
以
テ
即
身
成
仏
之
秘
術
卜
為
シ
、
成
仏

得
道
之
法
此
外

ハ
無
ク
妄
計
作
ス
也
…
大
仏
頂
首
拐
厳
経

二
云
フ
、
潜
貪
欲
行
ジ
、
口
中

二
好
ン
デ
眼
耳
鼻
舌

ハ
皆
浄
土
ヲ
為
シ
、

男
女
二
根
即
是
菩
提
涅
槃
ノ
真
処
ナ
リ
ト
言
フ
、
彼
ノ
無
智
者
是
械
言
ヲ
信
ズ
ル
、
此
ヲ
墨
毒
魔
勝
悪
鬼
卜
名
ク
、
年
老
イ
テ
魔

ヲ
成
ジ
是
人
悩
乱
ス
ル
、
迷
惑
ヲ
蒙
り
無
間
業

二
堕
ス
ル
ヲ
知
ラ
不
、
量
無
間
業
ノ
人

ハ
真
言
行
者
と
名
ズ
ケ
ン
乎
。
」
と
そ
の

宗
義
者
を
破
邪
し
て
い
る
。
さ
ら
に

「情
文
観
ノ
形
儀
ヲ
見

二
、
頗
ル
直
爾
ノ
事
非
ズ
、
律
家

二
在
リ
テ
破
戒
無
漸
也
、
真
言

ニ

入
リ
テ
三
昧
耶
ヲ
犯
ス
、
正
道

二
非
ズ
遁
世

二
非
ズ
、
既

二
是
レ
ニ
途
不
摂
之
族
也
。
武
勇
ヲ
好
ミ
兵
具
ヲ
蓄
メ
、
…
天
魔
変
ジ

テ
仏
法
減
ス
ル
カ
、
不
審
鬼
神
化
シ
テ
僧
宝
ヲ
悩
ス
カ
、
世
ノ
為
法
ノ
為
恐
レ
ル
可
シ
慎
ム
可
シ
。
」
と
文
観
を
激
し
く
攻
撃
し

て
い
る
。
後
の
学
匠
た
ち
は
こ
の

『宝
鏡
砂
』
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
立
川
流
を
邪
流
で
あ
る
と
決
め
て
い
る
が
、
宥
快
は
而
二
門

大
成
者
で
あ
る
か
ら
し
て
、
不
二
門
の
立
場
に
あ
る
文
観
を
考
え
方
の
違

い
か
ら
攻
撃
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
は
し
ま
い
か
。

宮
坂
宥
勝
は

『密
教
の
歴
史
』
Ｔ
）
の
中
で
、
「
不
二
門
は
東
寺
、
醍
醐
寺
、
あ
る
い
は
根
来
の
教
学
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ

っ

た
か
ら
、
宥
快
は
而
二
門
こ
そ
空
海
密
教
の
根
本
的
立
場
で
あ
る
と
確
信
し
て
、
而
二
思
想
を
主
張
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
醍
醐
山
座
主
、
東
寺
の
長
者
を
歴
任
し
た
不
二
門
の
エ
リ
ー
ト
文
観
と
、
而
二
門
の
大
成
者
宥
快
と
の
間
で
、
互
い
の

プ
ラ
イ
ド
を
賭
け
て
の
激
し
い
弾
圧
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
な
る
と
、
立
川
流
指
弾

書
で
あ
る

『宝
鏡
砂
』
を
読
み
解
く
場
合
も
、
書
か
れ
て
い
る
文
言
だ
け
で
即
邪
流
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
す
の
は
い
か
が
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
南
北
朝
争
乱
期
の
権
力
中
枢
に
近
い
存
在
で
あ

つ
た
両
者
が
南
北
両
陣
営
に
分
か
れ
、
し
か
も
教
学
の
中
核
を

成
す
而
二
門

・
不
二
門
の
対
立
、
そ
れ
ら
こ
も
ご
も
を
も
含
め
た
そ
の
時
代
の
権
力
構
造
、
政
治
的
立
場
も
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

＊
盲
覇
理
校
昭
小

真
鍋
は

『邪
教

・
立
川
流
』
３
）
の
中
で
、
宥
快
ら
に
よ
る
批
判
の
論
点
を

「
男
女
冥
合
の
観
念
と
実
践
の
基
本
と
な
る
金
胎

両
部
の
と
ら
え
方
と
、
そ
の
観
念
と
実
践
の
到
達
点
を
即
身
成
仏
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
」
と
説
明
し
、
さ
ら
に

「
不
二
冥
合
が

行
為
の
中
で
男
女
二
根
交
会
と
結
び

つ
い
た
と
こ
ろ
に
邪
教
と
み
な
さ
れ
る
要
因
が
あ
る
」
と
述
べ
、
邪
儀
と
さ
れ
る
教
説
に
つ

い
て
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

＊
快
成

快
成
の

『邪
正
異
解
集
』
に
は
、
「
邪
流

ハ
法
ノ
甚
深
ナ
ル
由
ヲ
云
ヒ
テ
、
刑
劇

二‐
洲

ヲ‐
司
剖
目
引
冽
「
川
川

二‐
洲
刊
則
倒
冽

テ
生
ル
身
ナ
レ
バ
、
所
有
所
作
卜
談
ズ
、
此
レ
極
テ
邪
見
也
」
と
あ
る
。
真
鍋

↑
）
に
よ
る
と
、
快
成
が

『邪
正
異
解
集
』

の

中
で
邪
見
と
し
て
い
る
の
は
高
野
山
の
中
院
御
房
龍
光
院
方
の

一
門
が
確
立
し
た
本
有
思
想
で
あ
り
、
実
践
と
し
て
行
わ
れ
る
男
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女
冥
合
も
自
然
の
道
理
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か
の
目
的

（赤
白
二
滞
を
両
部
と
す
る
と

い
う
こ
と
）
を
意

快
成
も
宥
快
と
同
じ
く
本
有
思
想
を
邪
見
の
根

識
し
て
行
わ
れ
る
が
故
に
邪
見
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

拠
と
し
て
い
る
。

＊
弘
錢

弘
錢
も
宥
快
と
同
様
に
本
有
思
想
を
邪
見
と
し
て
い
る
。
熙
允
と
い
う
学
僧
が
嘉
歴
三
年

（
一
三
二
八
）
に
書
写
し
た

『喩
祇

喩
伽
口
伝
』

の
註
記
に
弘
銀
の
回
伝
批
判
文
が
あ
る
。
真
鍋

〓
）
に
よ
る
と
そ
の
文
の
内
容
は
、
先
師
宝
筐
蓮
道
御
房
に
よ
る

こ
の
口
伝
は
密
教
の
微
妙
な
悟
り
の
証
の
部
分
と
し
て
い
る
本
有

・
修
生
と
い
う
概
念
を
単
純
に
男
と
女
の
関
係
に
あ
て
は
め
て

い
る
が
そ
れ
は
ま

つ
た
く
誤

っ
た
解
釈
で
あ
る
と
、
弘
鉄
の
批
判
文
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

＊
守
山
聖
真

豊
山
派
の
守
山
は
フ
エ
川
邪
教
と
そ
の
社
会
的
背
景
の
研
究
費
２

の
中
で
、音同
野
山
の
無
量
光
院
覚
融
の
『不
動
尊
愚
砂
』
を
「
此

の
書
は
凡
て
を
男
女
陰
陽
の
理
を
以
て
説
明
し
て
お
る
の
で
、
邪
教
の
羅
網
中
に
包
嚢
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」
と

述
べ
、
不
動
明
王
の
種
子
三
形
を
説
く

「前
刃
修
生
金
界
、
仏
界
、
陽
、
男
、
始
覚
、
智
恵
、
後
刃
本
有
、
台
臓
、
生
界
、
陰
、
女
、

本
覚
、
理
、
定
也
、
此
生
仏
二
界
、
陰
陽
、
男
女
、
総
合
成
三
味
耶
釧
、
是
則
色
赤
白
五
大
心
息
風
識
大
依
正

一
体
不
二
表
示
也
」

の
箇
所
を
邪
見
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
覚
融
の
弟
子
教
雅
が
天
文
二
十
二
年

（
一
五
五
三
）
に
著
し
た

『根
吼
砂
』
に
つ

い
て
は
、
そ
の
中
の

「
六
大
四
曼
等
建
立
之
事
」
に
あ
る

「
二
念
父
母
和
合
、
赤
白
互
触
、
…
赤
白
和
合
、
五
色
即
大
曼
茶
羅
也
、

…
男
女
二
根
五
臓
五
色
等
、
不
二
冥
合
是
也
、
…
ピ

を
挙
げ
、
覚
融
か
ら
教
雅

へ
の
邪
見
相
伝
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
知
積
院
第
二
世
能
化
と
な
る
祐
宜
が
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）
正
月
に
蓮
花
院
に
於

い
て
景
巌
大
僧
正
よ
り
伝
授
を
受

け
て
筆
録
し
た

『不
動
尊
秘
決

一
巻
』
は
邪
流
的
思
想
が
豊
富
で
あ
る
と
し
、
そ
の

一
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
す
る

に
、
不
動
明
王
を
説
き
、
制
多
迦
、
冷
伽
羅
二
童
子
を
明
か
す
た
め
に
男
女
冥
合
の
理
を
以

っ
て
説
い
て
い
る
こ
と
が
邪
流
的
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
灌
頂
行
儀
が
記
述
さ
れ
た
祐
宜
の

『許
可
秘
伝
抄
』
（天
正
三
年

〈
一
五
七
四
と

を
あ
げ
、
で
」
う

し
た
露
骨
の
説
を
根
来
蓮
花
院
に
て
天
正
三
年
、
三
年
、
四
年
に
亘

っ
て
行

っ
て
お
る
景
巌
大
僧
正
な
る
人
体
は
大
僧
正
と
い
う

緋
衣
の
下
に
か
く
れ
た
真
教
を
毒
す
る
魔
神
と
も
見
ら
れ
、
こ
れ
に
随
従
し
て
其
の
講
説
を
聞

い
て
端
念
に
筆
録
し
た
祐
宜
が
後

年
涼
し
い
顔
を
し
て
京
智
積
院
第
二
世
能
化
に
納
ま

っ
た
の
も
奇
妙
な
も
の
で
あ
る
」
と
両
者
を
激
し
く
指
弾
し
、
で
」
の
よ
う

な
露
骨
の
講
説
が
天
正
時
代

（
一
五
七
三
～

一
五
九

一
）
に
行
わ
れ
、
そ
う
し
て
そ
れ
に
書

い
て
あ
る
よ
う
な
灌
頂
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、
大
変
な
こ
と
で
あ
る
」
と
酷
評
し
て
い
る
。

さ
ら
に
印
融

一
派
に
つ
い
て
は

「
彼
等
は
自
分
自
身
が
赤
白
二
滞
和
合
不
二
す
る
と
こ
ろ
が
法
の
根
源
で
あ
る
と
説
き
な
が

ら
、
そ
れ
は
邪
流
で
は
な
い
、
正
当
派
の
真
言
師
で
あ

つ
て
、
こ
れ
こ
そ
唯
授

一
人
の

一
大
事
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
。
此
の

一
団
の
人
々
は
三
宝
院
勝
覚
の
流
れ
を
汲
ん
だ
高
野
山
無
量
光
院
の
印
融

一
派
で
あ
る
」
と
し
、
す
べ
て
を
男
女
冥
合
の
理
を
以

っ

て
説
く
露
骨
な
講
説
を
し
た
景
巌
も
、
そ
の
弟
子
祐
宜
も
勝
覚

（開
祖
仁
寛
の
兄
、
東
寺

一
長
者
、
法
務
、
醍
醐
寺
座
主
、
三
宝

院
権
僧
正
勝
覚
）
の
流
れ
を
継

い
だ
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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＊
笹
間
良
彦

笹
間
は

『性

の
宗
教
』

６
）
の
中
で
立
川
流
の
思
想
を

「
金
胎
両
部

の
胎
蔵
界
は
大
日
如
来

の
真
実
、
理
の
世
界
で
、
金
剛
界

は
大
日
如
来

の
現
象
や
智

の
世
界
を
あ
ら
わ
し
相
対
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
阿
咋
に
あ
て
は
め
さ
ら
に
女
と
男

の
相
対
と
し
て
い

る
」
と
解
説
し
、
「
立
川
流
が

『般
若
理
趣
経
』
か
ら
す
こ
ぶ
る
人
間
的
な
解
釈
を
引
き
出
し
人
間

の
本
能
を
礼
賛
し
た
ご
と
く

見
え
る
」
と
評
価
し
つ
つ
も
、
「仏
の
教
え
と
い
う
倫
理
観
か
ら
は
多
分
に
牽
強
附
会
の
感
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
」
と
の
批
判
を
加
え
、

さ
ら
に

「阿
咋
の
原
理
に
つ
い
て
説
い
た
こ
と
は
三
元
論
的
で
間
違

っ
て
は
い
な
い
が
、
こ
れ
を
も

っ
て
密
教
の
中
の
代
表
的
の

も
の
と
し
た
所
に
誤
り
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

＊
松
長
有
慶

二
元
論
に
つ
い
て
は
松
長
が

『密
教
の
歴
史
』
？
）
の
中
で

「
二
種
の
原
理
の

一
元
化
を
示
す
た
め
に
、
両
性
の
合

一
を
も

っ

て
す
る
考
え
方
は
、
知
恵
と
方
便
、
実
在
と
現
象
、
自
己
と
仏
と
の
本
質
的
な
同

一
性
の
体
得
に
導
く
目
的
を
も

つ
。
し
か
し
日

本
で
は
、
両
性
を
理
と
智
の
二
元
に
配
当
し
、
六
大
思
想
に
も
と
づ
く
真
言
密
教
的
な
仏
身
観
の
領
域
に
お
い
て
そ
れ
を
理
解
し

て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
両
性
和
合
思
想
は
邪
教
と
し
て
焚
書
の
う
き
め
に
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
研
究
資
料
は
少
な
く
、
い
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多

い
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
邪
と
さ
れ
る
根
拠
に
つ
い
て
は

「理
と
智
の
不
二
を
示
す
の
に
男
女
両
性

を
も

つ
て
た
た
え
る
た
め
、
そ
れ
は
邪
教
と
い
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

＊
仔
遍

宝
性
院
仔
遍
も
、
理
と
智
の
不
二
を
示
す
の
に
男
女
両
性
の
二
根
交
会
を
以
っ
て
示
す
と
い
う
邪
流
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
た
よ

う
で
い
南
院
御
房
某
で
邪
流
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
慨
嘆
し
、
某
に
申
し
入
れ
た
書
の
中
で

「男
女
二
根
交
会
ヲ
両
部
理
智
ノ

内
証
至
極
之
仏
法
卜
談
ス
ル
事
、
以
ノ
外
ノ
邪
見
也
、
惣
シ
テ
男
女
成
姪
ノ
相
ヲ
委
細

二
沙
汰
ス
ル
ハ
是
第

一
邪
流
ノ
法
門
也
ト

之
知
ル
可
シ
」
と
そ
の
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

＊
水
原
尭
榮

水
原
は
立
川
流
が
秘
典
と
し
た

『即
身
成
仏
回
決
』
に
つ
い
て
、
「
即
身
成
仏
、
即
時
而
真
の
真
理
、
こ
の
ほ
か
に
覚
め
得
ベ

き
な
し
と
見
て
、
正
統
密
教
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
三
種
即
身
成
仏
ｑ
コ
劉
劉
側
刷
Ц
ｑ
「
ｑ
「
列
剰
ｑ
醐
測
利
測
引
引
側
の‐
一‐
測
司

の
み
限
る
が
如
き
偏
見
を
高
唱
せ
る
は
寒
心
に
堪
え
ぬ
」
と
、
著
書

『邪
教
立
川
流
の
研
究
』
Ｔ
）
の
中
で
酷
評
し
て
い
る
。

＊
無
住

無
住
禅
師
の

『沙
石
集
』
（弘
安

〈
一
二
七
八
～
八
八
〉
の
頃
）
に
は

「
近
代
真
言
ノ
流
二
変
成
就
ノ
法
ト
テ
不
可
思
議
ノ
悪

見
ノ
法
門
多
ク
流
布
ス
…
諸
法
実
相
、　
一
切
仏
法
ノ
詞
、
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
涅
槃
ノ
文
バ
カ
リ
ヲ
ト
リ
ツ
メ
テ
、
機
法
ノ
ア

ワ
ヒ
解
行
ノ
ワ
カ
レ
モ
知
ラ
ズ
、
男
女
ヲ
両
部
ノ
大
日
ナ
ン
ド
習
テ
、
ヨ
リ
ア
フ
ハ
理
智
冥
合
ナ
ン
ド
イ
ヒ
テ
、
不
浄
ノ
行
、
即

密
教
ノ
秘
事
修
行
ヲ
習
ヒ
伝

ヘ
テ
、
悪
見
邪
念
ス
テ
ガ
タ
ク
シ
テ
諸
天
ノ
罰
ヲ
蒙
ル
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
れ
を
藤
巻

一
保

は

『真
言
立
川
流
』
Ｔ
）
の
中
で

「
立
川
流
と

い
う
言
葉
は
出
て
こ
な
い
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
立
川
流
の
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
、
こ
の
悪
見
の
法
門
が
い
か
に
広
く
流
布
し
て
い
た
か
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。

真
言
密
教
立
川
流
研
究
ノ
ー
ト



真
言
密
教
立
川
流
研
究
ノ
ー
ト

三
、
邪
流
と
す
る
こ
と

へ
の
疑
問
視

＊
栂
尾
祥
雲

「理
智
冥
合
、
赤
白
混
和
」
コ
一根
交
会
和
合
相
応
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
邪
書
と
決
め
付
け
る
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
疑
間
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
は
、
栂
尾
祥
雲
で
あ
る
。
彼
は
古
来
か
ら
邪
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
文
言
を
正
し
く

検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
立
川
流
の
根
本
教
典
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る

『纂
元
面
授
』
に
つ
い
て

『秘
密
佛
教
史
』
６
）

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
で
」
の
書
は

『金
剛
頂
経
』
な
ど
に
於
け
る
根
本
思
想
を
如
実
に
鼓
吹
し
た
も
の
で
あ
る
と

共
に
、
二
根
交
会
等
の
語
は

『般
若
理
趣
繹
』
を
始
め
、
『金
剛
頂
経
』

の
至
る
所
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ

か
か
る
語
あ
る
故
を
以
て
直
に
偽
書
と
速
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
」
と
。
さ
ら
に

「
い
ま
そ
の
内
容
を

一
瞥
す
る
に
、

全
く
無
限
絶
対
の
思
想
を
基
本
と
し
、有
限
に
即
し
て
無
限
絶
対
の
当
相
を
達
悟
す
る
べ
き
こ
と
を
高
調
し
て
居
る
」
と
述
べ
、
『纂

元
面
授
』
を
簡
単
に
邪
書
と
決
め
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
醍
醐
の
不
二
門
教
学
の
特
徴
に
つ
い
て
、
で
」
の
絶
対
為
本
の
教
学
は

一
種
の
劇
薬
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
、
若
し
巧

に
之
れ
を
用
ふ
る
と
、
如
何
な
る
難
病
を
も
治
す
る
こ
と
を
得
る
と
共
に
、
若
し
こ
の
用
法
を
誤
り
、
こ
れ
を
扱
ふ
に
そ
の
人
を

得
な
い
と
、
謂
ゆ
る

『表
徳
ぼ
こ
り
』

の
学
幣
と
な
り
、
延
い
て
は
立
川
流
の
如
き
邪
説
と
も
な
る
可
能
性
を
多
分
に
有
し
て
い

る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
加
え
て

「
こ
の
理
智
事
の
三
点
説
は
絶
対
為
本
の
醍
醐
教
学
を
説
明
す
る
に
、
最
も
適
切
な
も
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
悪
く
す
る
と
、
赤
白
二
滞
の
和
合
不
二
を
基
調
と
す
る
立
川
流
の
邪
説
な
ど
に
混
ず
る
虞
れ
が
あ
る
」
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

＊
櫛
田
良
洪

櫛
田
は

『真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
６
）
の
中
で
称
名
寺
に
現
存
す
る
豊
富
な
資
料
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
は
す
で
に
立
川

流
の
法
門
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
最
古
の
印
信

（同
寺
開
山
長
老

審
海
の
も
の
）
を
示
し
、
天
７
日
、
そ
の
印
信
を
調
査
し
て
見
る
と
、
こ
の
頃
に
は
、
後
世
指
弾
さ
れ
る
べ
き
男
女
陰
陽
の
思
想

を
示
す
内
容
を
発
見
す
る
事
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
…
後
世
の
如
き
赤
白
二
滞
の
思
想
も
す
べ
て
開
示
せ
ら
れ
て
い
な
い
し
、

ま
た
、
大
曼
荼
羅
思
想
を
展
開
し
て
い
る
所
な
ど
に
も
、
男
女
陰
陽
の
思
想
を
、
些
少
な
り
と
も
含
ん
で
い
な
か

っ
た
」
こ
と
を

検
証
し
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
多
く
の
学
匠
た
ち
か
ら
邪
の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
赤
白
二

滞
二
根
交
会
な
ど
の
男
女
和
合
思
想
は
、
本
来
の
立
川
流
法
門
に
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
す
る
の
が
正
し
い
見
方
で
あ
る
と

い
え
そ
う
で
あ
る
。
で
は
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
邪
儀
が
混
入
し
て
ゆ
き
、
つ
い
に
は
宥
快
、
快
成
、
呆
宝
を
は
じ
め

と
し
た
学
匠
た
ち
が
こ
ぞ

っ
て
そ
の
撲
滅
を
謀
ら
ね
ば
な
ら
な
い
程
の
邪
流
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

＊
笹
間
良
彦

鎌
倉
時
代
の
最
古
の
印
信
に
は
男
女
陰
陽
の
思
想
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
代
を
経
る
に
従

っ
て
邪
儀
が
問
題

と
な

っ
て
い
く
経
緯
を
、
笹
間
は

『性
の
宗
教
』
６
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
「室
町
時
代
末
期
に
は
…
修
学
未

熟
の
山
伏
や
修
験
者
が
立
川
流
を
承
け
、
あ
る
い
は
真
似
て
大

い
に
風
俗
を
乱
し
た
た
め
、
い
よ
い
よ
淫
祠
邪
教
と
し
て
弾
圧
の

真
言
密
教
立
川
流
研
究
ノ
ー
ト
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憂
き
目
に
遭
い
全
く
湮
滅
す
る
」
と
。
こ
れ
は
、
栂
尾
が
先
に
述
べ
た
よ
う
に
修
学
未
熟
の
も
の
が
劇
薬
と
も
言
ふ
べ
き
教
学
を

扱

っ
た
た
め
に
、
そ
の
用
法
を
誤
り
学
幣
で
邪
説
と
堕
し
て
い
っ
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
説
で
あ
る
と
い
え
よ
う

四
、
現
代
の
視
点
か
ら
見
た
真
言
密
教
立
川
流

笹
間
は

「現
在
で
は
宗
教
色
の
全
く
な
い
自
由
恋
愛
思
想
か
ら
立
川
流
秘
儀
に
も
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
性
の
自
由
化
と
な
り
、
さ

ら
に
性
産
業
と
ま
で
い
わ
れ
る
安
易
の
性
の
享
楽
は
、
仁
寛

・
文
観
が
あ
の
世
か
ら
現
世
を
眺
め
た
ら
何
と
言
う
で
あ
ろ
う
か
」

と
述
べ
、
守
山
は

「立
川
邪
流
は
女
犯
肉
食
を
厳
禁
さ
れ
、
禁
欲
生
活
を
強
い
ら
れ
た
時
代
の
産
物
で
あ
り
、
生
物
と
し
て
の
人

間
の
欲
求
が
不
均
衡
で
あ

っ
た
時
の

一
現
象
で
あ
り
、
明
治
五
年
の
僧
侶
の
肉
食
妻
帯
蓄
髪
等
勝
手
た
る
べ
し
と
い
う
太
政
官
布

告
以
後
は
、
立
川
邪
流
を
唱
導
す
る
必
要
も
な
く
な

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
性
の
自
由
化
が
実
現
し
た
現
代
に
お
い

て
は
、
も
は
や
性
は
秘
儀
に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
藤
巻
は
時
代
的
な
女
性
差
別
観
の
視
点
か
ら
、
「女
は
罪
械
れ
の
権
化
の
よ
う
に
い
う
の
が
、
ま
ず
は
こ
の
時
代
の
世

間

一
般
の
通
念
だ
。
月
の
も
の
を
械
れ
と
し
、
妊
娠

・
出
産
ま
で
械
れ
と
み
な
し
て
別
の
産
屋
に
移
し
、
家
の
火
が
械
れ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
煮
炊
き
の
火
ま
で
別
に
し
た
。
こ
ん
な
時
代
の
中
で
、
こ
こ
ま
で
見
事
な
説
を
立
て
た
立
川
流
は
、
邪
教
ど
こ
ろ
か

性
の
解
放
者
、
先
駆
者
と

い
わ
ね
ば
な
ら
ん
」
と
、
立
川
流
の
教
儀
を
賞
賛
し
て
い
る
と
も
と
れ
る
説
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
と
め

立
川
流
の
あ
ら
ま
し
と
し
て
、
開
祖
は
醍
醐
三
宝
院
権
僧
正
舎
弟
仁
寛
阿
閣
梨

（名
を
現
し
た
の
は

一
〇
八
三
年
）
、
大
成
者

は
南
北
朝
の
時
代
、
後
醍
醐
帝
の
護
持
僧
で
あ

っ
た
文
観

（
一
二
七
八
～

一
三
五
七
）
、
宗
格
は
性
の
遂
行
を
以
て
即
身
成
佛
の

道
と
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
根
本
教
典
は
喩
祗
経
、
理
趣
経
、
宝
医
印
経
、
こ
れ
に
菩
提
心
論
を
加
え
た
三
部

一
論
。

重
書
と
さ
れ
る

『纂
元
面
授
』
に
は
、
不
二
門
、
本
有
思
想
、
二
根
交
会
の
清
浄
性
、
輪
廻
受
生
が
説
か
れ
て
い
る
。
教
格
は
宥

快
の

『宝
鏡
砂
』
に
よ
る
と
即
身
成
仏

へ
の
道
は
男
女
の
性
行
為
を
も

つ
て
の
外
は
無
く
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
菩
提
湿
槃
の
真
処

で
あ
る
と

い
う
教
え
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
理
由
づ
け
に
阿
咋
字
義
、
五
鈷

（人
形
杵
）
、
呼
吸
観
、
避
妊
妊
娠
に
関
す
る
見
解
、

人
間
生
育
の
原
理
、
印
明
、
即
身
成
仏
観
、
五
色
阿
字
な
ど
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。

何
を
以
て
邪
儀
と
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
密
教
の
悟
り
の
証
と
し
て
重
要
な
本
有

・
修
生
と
い
う
概
念
、
あ

る
い
は
理
と
智
の
不
二
冥
合
と
い
う
概
念
を
、
男
女
二
根
の
交
会
の
み
を
以
て
説
明
し
て
い
る
点
に
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
邪

と
根
拠
づ
け
る
背
景
に
は
、
仏
教
の
倫
理
観
や
性
的
な
行
為
に
対
す
る
不
浄
観
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
加
え
て
、
時
代

的
な
背
景
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
立
川
流
指
弾
書
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

『宝
鏡
抄
』
も
、
大
成
者
文
観
個
人
を
非
難

し
て
い
る
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
り
、
も
と
も
と
政
治
的
な
意
図
を
以
て
書
か
れ
た
著
書
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
解
釈
が
求

め
ら
れ
い
る
と
い
え
る
。

立
川
流
を
邪
流
と
す
る
こ
と

へ
の
疑
問
と
し
て
、
ま
ず
、
重
書
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る

『纂
元
面
授
』
で
高
調
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
男
女
の
和
合
で
は
な
く
無
限
絶
対
の
思
想
を
基
本
と
し
有
限
に
即
し
て
無
限
絶
対
の
当
相
を
達
悟
す
る
こ
と

へ
の
重
要

性
に
つ
い
て
で
あ
る
と
い
う
点
。
さ
ら
に
鎌
倉
時
代
の
立
川
流
印
信
に
は
、
後
世
に
指
弾
さ
れ
る
べ
き
赤
白
二
滞
二
根
交
会
な
ど

真
言
密
教
立
川
流
研
究
ノ
ー
ト


